小学校５年【社会】『小学社会』（教育出版）　（例）
教科書を活用した家庭学習例～計画的な家庭学習へ向けて～
	
	課題内容

	第１回
	【小単元名】日本の国土と世界の国々【ページ】８、９ページ
【学習の流れ】
１　行きたい国を決め、地図帳の世界地図をなぞっていく（日本からスタート）。そのとき、行きたい国へたどりつくまでに通った国や大陸、海洋の名前をノートに書き出す。
２　お家の人に自分が行きたい国についてクイズを出す。
1 １でノートに書き出したもの（国や大陸、海洋の名前）をお家の人に順番に伝える。
2 自分が行きたい国はどこだと思うか、お家の人に答えてもらう。
【学びの確認】
・８、９ページにのっているエ、クの（　　）の中に大陸名や海洋名を書いた後、お家の人に見てもらったり、「まなびリンク」で確認したりして答え合わせをしましょう。

	第２回
	【小単元名】日本の国土のすがた【ページ】１２、１３ページ
【学習の流れ】
１　日本の東西南北のはしはどこか、自分の予想をノートに書く。
· 教科書を読む前に書く。
２　教科書１２、１３ページを読んだ後、地図帳でも東西南北のはしについて確認する。
・帝国書院の地図帳…29、30ページ「日本の領土とそのまわり」
・東京書籍の地図帳…15、16ページ「日本とそのまわり」
３　それそれぞれのはしでとなり合っている国の名前や国旗も確認し、ノートに整理する。
【学びの確認】
・今回わかったことをクイズにして、お家の人に伝えましょう。

	第３回
	【小単元名】日本の国土のすがた【ページ】１４、１５ページ
【学習の流れ】
１　１４、１５ページを読んだ後、１４ページの３つのキーワード「領土」「領海」「排他的経済水域」の説明をノートに書く。
２　北方 (ほっぽう)領土 (りょうど)、竹島 (たけしま)、尖閣 (せんかく)諸島 (しょとう)について、地図帳でも確認する。
・帝国書院の地図帳…30ページ「④日本固有の領土」
・東京書籍の地図帳…16、18、27ページ
【学びの確認】
[bookmark: _GoBack]・資料集で「領土」「領海」「排他的経済水域」「北方領土」「竹島」「尖閣諸島」について、それぞれ確認し、新たに分かったことをノートに書きましょう。



